1.はじめに（挨拶）－表紙１－

　本日は、このようなすばらしい会場で、多数のVIPの皆様に対し、ひびきコンテナターミナルのご説明をさせていだだけることを感謝申しあげます。

　私は、ひびきコンテナターミナルを運営する会社であります「ひびきコンテナターミナル株式会社」の統括管理部長を務めております楠と申します。ひびきコンテナターミナルは昨年４月に開港しましたが、まだまだ知名度が低い状況です。

　従いまして本日は、まず皆様にこのひびきコンテナターミナルの名前を覚えていただけるよう努力しようと思っております。そして近い内に皆様のお役に立てることを期待しております。それではご説明を始めさせていただきます。

　なお、当社の正式社名が長いため、説明の中では必要に応じHCTと呼ばせて頂きます。

2.ひびきコンテナターミナルの位置　－資料２－１、２－２、２－３－

　ひびきコンテナターミナルはご覧の通り日本列島本島の最西部、そして、九州の最北部にある北九州市にあり、丁度、瀬戸内海から関門海峡を抜け出た中国大陸側に向いた所に位置しています。同一市内には古くから中国との貿易港である門司港があります。

　　　　　　　　　　－資料３－１、３－２－

　北九州市は、東京から１０００Km、大阪から５００Kｍ程、中国に非常に近い位置にあり、大連市と北九州市の距離は東京までの距離と同じくらいです。市内は空港、港湾、高速道路等交通網が整備され国際物流都市としての機能を有しています。

中国経済が驚異的な発展を継続し、中日の経済交流がますます増大する中、日本の黄海側で唯一１５Mの水深を持つコンテナターミナルとして、今後重要な役割を果たすため最も適切なロケーションにあると言えます。

3.HCT概要　－資料４－

　さて、HCTは日本で初の本格的PFI事業主体の民間会社として資本金１０億円で設立しました。当社は、港湾管理者としての北九州市と事業契約を締結し、２００４年から２５年間にわたる港湾運営を受託しました。

HCTは世界的なターミナルオペレーターであるシンガポールのPSA社が最大株主です。

また、株式会社上組をはじめ日本を代表する山九、日本通運等主要な港湾物流企業や新日本製鉄、東陶等地元企業に加え、三井物産等も参画しています。

また、北九州市も１０％出資し、官民一体の取り組みを行うべく体制を整えました。

4.現在の航路就航状況　－資料５－

　　  ひびきコンテナターミナルは昨年４月に開港しましたが、現在、７航路、月間４４便が就航し中国、韓国、東南アジア地区へのサービスを提供しています。

　  参考としてお手元の資料に一覧表をお付けしています。

　  残念ながら、大連をはじめ天津、青島、煙台等の黄海沿岸の大都市とは未だ航路がないため、できるだけ早く就航を実現したいと思っています。

5.ターミナル施設の概要

· 全体レイアウト　Ⅰ－資料6－
　次にターミナルのご説明をいたします。これがひびき港の全体像です。その中でここがHCTの事業用地です。当社はひびき港計画の第1期事業であり、将来はこの３倍の事業用地をコンテナ港湾として整備していく予定です。この港湾は２４時間利用可能です。また航路は１６ｍの水深を持ち、最も狭いところでも４２０ｍの航路幅を有しています。

· 主要施設概要　Ⅱ－資料7－
　次にターミナル施設の主な仕様をご説明します。

ヤード面積は現在３８Ha、１５M水深側のバースの長さは７７５Mで大型船の２隻同時着岸が可能です。また１０M水深側のバースの長さが、４５０Mですので総延長は１２２５Mとなります。現在の取扱能力は４５万TEUであり、リーファープラグは３９６個を用意しております。ゲートについてはインアウトで１０レーンです。（アウト４、イン６）

ガントリークレーンは１５M水深バース側に３基設置しており、１０M側には未設置ですが、取扱量の増大に合わせ増設していく予定です。ヤード内クレーンについてはRTG方式を採用し、現在７基を設置しています。ガントリークレーンと同様、今後増設していきます。加えて、施設内で税関、入国審査、検疫について２４時間サービスを受けることができます。

6.ひびきコンテナターミナルのセールスポイント－資料８－

　　　　さて、ひびきコンテナターミナルのセールスポイントは次の５つの点です。

　　　まず、最大株主であるPSAの持つグローバルネットワークを有し、世界的水準でのサービス提供を行うこと。

　　　  次に、黄海側で日本唯一の水深１５ｍの岸壁を有する大港湾であり、今後の船型の大型化にいち早く対応していること。

　　　そして、広大な敷地を利用した置き場能力を使って、利用者の利便性を図れること。

　　　  さらに、ゲート、税関、入管、検疫を含め、すべて２４時間のサービス体制を準備していること。

　　　最後に航路開設に様々なインセンティブ制度を用意していること。

7.航路開設のインセンティブ・減免施策－資料９－

　　　　次に、航路開設に関するインセンティブについてより詳しくご説明します。

　　　　まず、北米・欧州向けの長距離航路については、本船がひびき港への１寄港あたり、船型の大きさにより４０万円から最高７０万円の現金補助を行います。期間は原則１年間ですが、延長については交渉次第です。

　　　　これに加えて入港料、岸壁使用料に関する減免制度を用意しています。

　　　この制度は大きく２種類に分かれます。

　　　　まず、北米・欧州向け航路については2008年3月31日まで１００％減免します。次に大連港、天津港、青島港のように北九州港と友好港となっている港湾との航路については２０％減免します。

　　　但し、新規航路としての１年間は２５％の減免を受けることができます。

8.九州地区の経済規模－資料１０－
　さて次に、ひびきコンテナターミナルの将来性についてご理解を深めていただくために、当社の位置する地域について少しご紹介させていただきたいと思います。

まず、経済規模についてですが、九州地区は日本の一地域ではありますが、ご覧のとおり、世界で１７番目の規模を有しており、スイス、ベルギー、スウェーデンに匹敵しています。

9.福岡県の経済規模－資料１１－

　　　  日本では中国における省に相当する自治政府の単位は県です。九州には７つの県がありますが、その内、最北部に位置しているのが福岡県であり、その経済規模はご覧のとおりです。様々な指数が出ていますが、大体九州の４０％程度の規模を１県だけで占めております。

10.北九州市の経済規模－資料１２－
　　　　さて、ひびきコンテナターミナルが北九州市に位置することは既にご説明しましたが、近年における企業進出状況をご理解いただくため、より詳しくご説明します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　北九州市は、日本国内に１５ある政令指定都市の一つでありまして、中国においては、例えば大連広域市と同様の位置づけとご理解いただければいいかと思います。通常の市と異なり、市の上位自治体である県と同等の権限を有しております。

　　　　面積は４８５平方キロメートル、人口は約１００万人、経済規模は、３．４兆円で、福岡県の約２０％を占めています。

　　　市内には、鉄鋼、化学、自動車、機械、家電等あらゆる主要産業を抱えております。

　　　歴史も古く、明治以後、百数十年にわたり産業の町として発展してきました。

11.国内交通のクロスポイントⅠ－資料１３、資料１４－　

　　　　この地図に示すとおり、北九州は、大阪より西の地域と密接な交通網で連結されており、発達した高速道路網、鉄道網により短時間での物流が可能となっております。特に、その位置が九州島の入り口にあることから西日本と九州との物流結節点になっています。－資料１３－
　　　　また、北九州の近郊には北九州空港、福岡空港という２つの国際空港があり、北九州空港は海上空港であることから２４時間の利用が可能であり特に貨物便利用には最適なロケーションにあります。－資料１４－
12.日本主要産業の九州拠点化の動き－資料１５－　

　　今や世界の工場となり、驚異的な躍進を続けている中国に対し、日本の主要産業は従来に増して中国への投資規模を拡大しかつそのスピードを上げています。

　これらの動きに適切に対応するため、日本の主要産業は日本国内にある生産拠点と中国にある生産拠点を連携させ、トータルとして最も効率的な生産体制を構築していくことを指向しております。

　このため各社は東京、大阪地区よりも更に中国に近い、北九州地区へ工場を移転あるいは増強を積極的に図っております。中でも自動車、デジタル家電、化学等の主要産業の進出が目立って増加してきており、九州北部だけで自動車生産台数が１２０万台の体制に強化されていますし、単に工場の設置だけでなく、研究開発拠点も同時に設置されるケースが多くなっております。

13.背後圏の主要荷主－資料１６－

　このような最近の動きを受け、当社の背後に存在する主要な荷主の分布状況を示したのがこの地図です。
当社のサービスエリアは、内航船による海上輸送サービス、トラックによる陸上輸送サービスにより、東は広島県、愛媛県から西は九州一円を視野に置いております。

　　　　この地区の主要産業は、やはり自動車、家電、化学機械といったところであり、近年急速な勢いで生産拡大を図っております。

14.特区を契機に北九州市へ進出した企業－資料１７－
さて、北九州市は２００３年に日本で初めて国際物流特区に指定されました。と言っても中国における経済特区の方がずっと自由ですが、ともかく日本国内においてはかなり規制緩和の進んだ先進地区となりました。その結果、この５年間で２１社が企業進出を果たしました。雇用数で４３８０名、総投資額１２９０億円が発生しました。但し、その進出地域は特定地域に集中しており、もはやその地域では大規模な企業受け入れが困難になりつつあります。

15.２０００ｈaの広大、安価な後背地－資料１８－

　そこで、今後企業の受け入れにあたり、注目を集め始めたのがHCTの後背地であります。広さは公称２０００ｈa、土地価格も北部九州地域では非常に安価であります。加えて、北九州市からの様々な助成制度が用意されており、同市は現在、当地域への企業誘致に最大限の取り組みを行っています。

16.近隣港との環境比較－資料１９－

　　さて次に、ひびき港は近隣の他港と比較し、どのような特徴があるのかについてご説明します。近隣港として同じ北九州市内にある門司港（太刀浦コンテナターミナル）と博多港を例にとります。

　まず、港の後背地の土地価格は、博多港を１００としますと、6分の１程度です。門司と比べても３０％程度安くなっています。

　　広さは、博多港の１０倍、門司港の４０倍から１００倍程度となります。

　　次に港湾の制約条件、自然条件についてですが、ひびき港の大きな特徴としてパイロットの利用が強制ではないことです。加えて、航路水深も１６ｍと十分に確保しておりますし、海峡や河川からの土砂流れ込み等がないため、航路水深の維持が極めて容易です。

　　港湾についてもすでにご説明したように、ポストパナマックス船型を受け入れる十分な岸壁が完成しております。

　  また、ひびきは開港後間もないため、利用余地が大きく、将来の拡張余地も十分に確保できています。

17.北九州港における今後の方向性Ⅰ－資料２０－

　　以上ご説明してきましたような現状を踏まえ、今後の北九州港の方向性をご説明することにより私の説明のまとめとしたいと思います。方向性を考える上で外的要因として３つの重要なポイントがあると考えます。

　　その第1点目は、産業構造の変換です。

　  日本国内では北部九州へ産業集積が加速し、中国を中心とするアジア諸国との分業体制の強化が進んでいます。

　　第二点目として、中国・韓国における巨大港の一層の発展があります。

　  上海洋山港、大連大窯湾二期、釜山新港等がいずれも予定より早く開港し、国家プロジェクトとして進行しています。

　　第三点目として、コンテナ輸送の変化です。

　  世界のコンテナ貨物の急増に対応するべく、コンテナ船の大型化が予想を超える早さで進んでおります。これに呼応するように、香港のHPHやシンガポールのPSAに代表されるコンテナターミナルオペレーターの寡占化が急速に進んでいます。

　　この結果、コンテナ船は寄港地の集約化を急いでおります。

18.北九州港における今後の方向性Ⅱ－資料２１－

　　そこで、北九州港の今後の方向性について４点にまとめました。

　　第一点目は、取り扱い能力の限界に近づいている門司太刀浦コンテナターミナルとひびきコンテナターミナルを一体的に利用できるように準備を進めていきます。

　　第二点目として、企業誘致先としてひびきコンテナターミナルの後背地を優先的に推奨していきます。そして直背後でコンテナ貨物を創り出す「創貨」を進めます。

　　第三点目は、ひびきコンテナターミナルの背後に、倉庫をはじめとした港湾関連施設の建設を進めていきます。併せて、道路等の交通インフラもさらに使いやすく開発していきます。

　　そして最後に、このような企業進出や航路誘致を一層加速していけるように新たな優遇策の新設に向け北九州市と共に取り組んでいきます。

19.ひびきコンテナターミナルの将来像－資料２２－

　ひびきコンテナターミナルはやっと生まれた赤ん坊がようやく一歩一歩、歩き始めたような段階です。一刻も早くこのような大港湾地区へ発展していけるよう政府と共に取り組んでいく所存です。今日はまず、VIPの皆様に当社の存在を覚えていただき、次回お目にかかれる時には、具体的なビジネスに発展していけることを期待しております。

20.終わりに（ご挨拶）－資料２３－

　　  以上で、ひびきコンテナターミナル及びHCT社のご説明を終わらせていただきます。

　　ご静聴ありがとうございました。

